
学
生
と
の
勉
強
会

次
世
代
技
術
者
育
成
へ

小
笠
原
で
環
境
教
育

前
田
道
路

　
前
田
道
路
は

次
世
代
の
技
術

者
育
成
に
向
け
て

生
物
多
様
性

に
関
す
る
環
境
教
育
プ
ロ
ジ

ク

ト
﹁
Ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｒ
ａ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｉ

ｔ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
｜
お
が
さ
わ
ら

の
イ
ン
フ
ラ
と
生
物
多
様
性
を
考

え
る
｜
﹂
を
進
め
て
い
る

東
京

農
業
大
学
国
際
農
業
開
発
学
科
農

業
環
境
科
学
研
究
室
の
５
人
の
学

生
参
加
の
下

東
京
都
小
笠
原
村

父
島
の
同
社
小
笠
原
営
業
所
で


日
か
ら

日
ま
で
現
地
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行

て
い
る


　
同
社
は
小
笠
原
村
父
島
に
営
業

所
と
合
材
工
場
が
あ
り

小
笠
原

の
道
路
舗
装
工
事
に
本
土
復
帰
当

初
か
ら
携
わ

て
き
た

世
界
自

然
遺
産
を
含
む
自
然
豊
か
な
環
境

で
希
少
な
動
植
物
が
生
息
す
る
地

に
お
け
る
﹁
環
境
保
全
﹂
﹁
生
物

多
様
性
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
在
り

方
﹂
を
考
え
る
環
境
教
育
プ
ロ
ジ


ク
ト
を
起
案
し

運
営
と
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ

デ

ネ

ト

を
進
め
て
き
た


　
次
世
代
の
技
術
者
育
成
に
向
け

て
産
学
が
協
力

こ
と
し
５
月


同
大
で
プ
ロ
ジ

ク
ト
参
加
者
を

募
集
し

２
年
生
２
人

３
年
生

１
人

４
年
生
２
人
の
計
５
人
の

参
加
が
決
ま

た

９
月
中
旬
ま

で

小
笠
原
や
生
物
多
様
性
に
関

す
る
勉
強
会
を
４
回
開
い
た


　
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

小
笠

原
諸
島
の
自
然
と
触
れ
合
い
つ

つ

環
境
保
全
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て

東

京
都
小
笠
原
支
庁
な
ど
で
講
義
を

受
け
る
予
定
だ


　
同
社
は

２
０
３
０
年
度
に


年
度
比

％
の
Ｃ
Ｏ

削
減
目
標

を
掲
げ

通
常
の
ア
ス
フ

ル
ト

混
合
物
か
ら
最
大

％
の
Ｃ
Ｏ


削
減
が
で
き
る
フ


ム
ド
ア
ス

フ

ル
ト
混
合
物
︵
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｂ
︶

の
展
開

製
造
に
使
用
す
る
燃
料

へ
の
廃
食
油
の
導
入

Ｃ
Ｏ

フ

リ

電
力
導
入
な
ど

環
境
配
慮

型
舗
装
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る

環
境
教
育
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

得
ら
れ
た
ナ
レ

ジ
を
基
に

若

手
技
術
者
の
環
境
に
対
す
る
さ
ら

な
る
意
識
向
上
な
ど
を
図
る
と
と

も
に

産
学
連
携
に
よ
る
生
物
多

様
性
保
全
・
環
境
配
慮
型
舗
装
技

術
を
開
発
し

社
会
に
貢
献
す

る

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